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MoTeC Display Logger 導入-その４ 

前回の「その３」では、Display Logger を使用するための 初期設定（センサー設定） について解説しました。 今回

の「その４」では、実際に走行データを確認するために必要となる 画面設定（Display Setup） と ログ設定

（Logging Setup） の方法について説明します。 

Dash Manager は、Display Logger の 表示ページ構成・表示項目・ログレート・ログ条件 など、 運用に必要なす

べての設定を行うソフトウェアです。 ここでは、導入直後に必ず行うべき 画面設定とログ設定の基本操作 を順を追って

説明します。 
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１．画面設定（Display Setup） 
Display Setup では、Display Logger における各種表示ページの構成、 ページ切替ロジック、表示要素

（Number・Gauge・Bar・Text）の配置、 表示条件、優先順位、アラームページの割り込み動作など、 ドラ 

イバーに提示する情報レイアウト全体を設定する。 Mode ボタンによるページ切替、固定ページ、条件付きペー

ジ、 アラームページの自動表示など、 “走行中に何をどのように見せるか” を定義する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     RACE / PRACTICE 画面では、下部に配置された 3 つのデジタル表示枠へ任意のセンサー値を割り当てられ

る。 上部の主要表示（ギア・速度など）は固定レイアウトで、走行中の視認性を優先した構成になっている。 

また、［NextButton］により最大 20 パターンの表示セットを切り替えられ、状況に応じて必要な情報へ即座

にアクセスできる。 

WARMUP 画面では最大 12 項目のセンサー値を同時表示でき、こちらも 20 パターンのレイアウト切り替えに

対応。 走行前のエンジンチェックやセットアップ確認など、多数のパラメータを一度に把握したい場面に最適化さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●RACE 画面（レース） ●PRACTICE 画面（プラクティス） ●WARMUP 画面（ウォームアップ） 

   Bottom 表示 

 

 

＜タブ切り替え＞ 
●RACE 

RACE 画面の詳細設定 
 
●PRACTICE 

PRACTICE 画面の詳細設定 
 
●WARMUP 

WARMUP 画面の詳細設定 
 
●Channels 入出力チャンネル設定 

表示切り替え入力ボタンの設定 
 
●Backlight バックライト設定 

液晶輝度設定 

Display Setup で画面表示の設定を行う。 

RACE 画面の設定を例に解説します。 
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●Page Label 

[RACE」をダブルクリックで任意の名称に変更可能 
 

●Change… 
ページ全体の 基本レイアウト（固定デザイン）を選択する。 ゲージ配置・数値配置のベースデザインを切り替える機能。 
 

RACE 画面の設定を例に解説します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

Edit Display Style 

10 種類のデザインが登録済み 
初期設定[Display Style 1] 

16 種類のカラーセットより選択可能 
初期設定[Black/Orange] 

オリジナルカラーの設定も可能 

 

変更例: 
●Display Style 6 
●Black/Red 
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●Number1～6 
上部に配置される 6 つの数値表示枠。 任意のチャンネルを割り当てて、走行中に重要な値を視認しやすく配置する。 
Number には 各 3 つの設定項目（3 段階表示） があり、 状況に応じて自動で表示内容を切り替えるオーバーライド表
示が可能です。 

 
■ 1 段目:通常表示（基本表示） 

常時表示される基本値。 例:水温、油温、油圧、速度など。 
 
■ 2､3 段目:条件付きオーバーライド表示 

特定条件を満たしたときだけ、 1 段目の表示を上書きして別の値や警告を表示する。 
例: 

    水温 > 110℃ → “WATER TEMP HIGH” 
油圧 < 200kPa → “LOW OIL PRESS” 

 
■ オーバーライドの条件  

2 段目・3 段目の切り替え条件は、User Condition Setup で自由に作成できる。 
例: 

「水温 > 110℃」という条件式を作成 
その User Condition を Number の 2 段目の切り替え条件に割り当て条件成立時に自動で表示が切り替わる 

 
つまり、 User Condition でトリガー条件を作り → Number の 2 段目/3 段目の切り替え条件に割り当てる という流
れで、柔軟な警告表示が構築できる。 
 

  オーバーライド設定手順は別途解説します。 
 
●Gauge 

アナログ針・バー型の エンジン回転数ゲージを設定する項目。 
・表示範囲（例:0～8000rpm） 
・シフトポイント などを指定可能。 

 

オーバーライド設定 

オーバーライド設定 

オーバーライド設定 オーバーライド設定 

オーバーライド設定 

オーバーライド設定 

Number 6 Default 設定を例に解説 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●Settings 

・Channel:チャンネル[Bat volts Dash] 
・Label    :ラベル[BATTERY] 

               （アルファベット表示のみ） 
・Format :表示形式 
・Units    :表示単位[volt(V)] 
・Decimal Places:小数点表示桁 
・Filter    :フィルター 

 
Lambda（ラムダ）を表示させる場合、Units
の表示単位を「Gasoline AFR」に設定すること
で空燃比表示（A/R）にさせることが可能。 

シフトポイント 
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●Gear 
現在の ギア位置を表示する数値枠。  
CAN から取得したギア情報を割り当てる。 
 

●Bar1、2 
横バーで表示する 2 つのステータス表示枠。 
 例: 

・Lap Gain/Loss 
・バッテリー電圧 

スロットル開度 など、変化量を視覚的に把握したい項目に適する。 
 

●Bottom1～3（20 パターン:釦にて切り替え可能） 
ページ下部に配置される 最大 20 パターンの小型表示枠。  
ラップタイム、最高速、吸気温、ブーストなど、 補助的な情報を一覧で表示するための領域。 
また、Number 表示と同様にオーバーライド表示設定が可能。 
 

以降、様々な場面で出てくる比較演算子の解説をします。 

 

オーバーライド設定 

全 20 パターン 

＜各種条件設定における比較演算子＞ 

 

・Greater than or ・・equal to 
・Less than or equal to 
・Equal to 
・Greater than 
・Less than 
・True 
・False 
・Updated 
・Bit And 
・Changed By 

:以上 
:以下 
:等しい 
:超過 
:未満 
:True（０以外） 
:False（０） 
:値が更新 
:ビットで AND した結果が True 
:指定量以上の変化が発生 
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オーバーライド設定手順 

1) オーバーライド表示条件トリガー設定 

      表示切り替えに使用するトリガーChannel を「Calculations→User Conditions Setup→Add…」にて

追加設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2) オーバーライド表示設定 
「Bat Low Alarm」をトリガーにしてオーバーライド表示設定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

Number へオーバーライド設定 
 
●Show 表示切り替え条件設定 
  ・When the Channel ・・・・:表示対象 Channel の更新 
   ・When the following ・・・:トリガーChannel の True 検知 
      

Hold Time:最低表示時間 
 

左記例: 
Bat Low Alarm をトリガーに表示保持時間 5 秒 

 
●Settings 
  ・Channel 
  ・Label 

・Format 
・Units 

  ・Decimal Places  
  ・Filter 
 

左記例: 
 表示チャンネル:Bat Volts Dash を電圧(V)小数点一桁 

   ラベル表示    :BAT VOL LOW 
 フィルター無し 

 

トリガーChannel 設定例: 
 
トリガーチャンネル「Bat Low Alarm」新規作成 
 ・ バッテリー電圧が 10V 以下を 1 秒継続でトリガーON 
 ・ バッテリー電圧が 13V 以上を 3 秒継続でトリガーOFF 
 
●Momentary:Activate 条件のみで ON/OFF 
 
●Activate – Deactivate: 
   ・Activate     ＝ON 条件 
   ・Deactivate ＝OFF 条件 
 
●Activate:ON 条件 
  Bat Volts Dash が 10V 以下を 1 秒継続 
 
●Deactivate:OFF 条件 
  Bat Volts Dash が 13V 以上を 3 秒継続 
 
●Output Channel（トリガー） 
  Select→New で「Bat Low Alarm」を作成 
 

:オーバーライド表示 Channel 
:オーバーライド表示ラベル 
:表示形式 
:表示単位（例:温度 C/F/K） 
:小数点表示桁 
:フィルター 
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Options…設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ●Options 
 画面上に画面モードのラベルを表示/非表示設定 
  （RACE・PRACTICE・WARMUP） 
 

●Video 
 Source:Video 入力のソース設定 
Mode:Video 入力のアスペクト比 
Rotate:映像を 90° / 180° / 270° 回転 
Flip:映像を 左右反転 /上下反転 

●Bottom Display Timeout 
・Don‘t・・・・:Bottom パターン指定の表示を継続する 
・Return・・・:Bottom 表示を設定時間経過でパターン 1 に   

自動復帰 
で戻す 

●Mode Conditions 
RACE モード表示へ自動で切り替える条件 
GPS スピードが 30km 以上を 1 秒間継続したら自動切り替え 
 
条件は 4 つ登録可能、それぞれ個別の条件成立で表示切り替え
（OR） 
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Save As…で設定内容を名前を付けて保存する。 
保存したデータは Load…にて呼び出し可能である。 
 
Copy From…を使用すれば設定内容を他 Mode 画面にコピーができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●Select mode to coyp from 
  RACE 画面のコピー先 Mode 画面選択 
 
 
●Select items to copy 
  コピーするアイテムを選択 
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各種条件設定における複数条件（and）設定方法 

  

① Bat Volts Dash が 10V 以下を 1 秒継続設定 
 
 

 

② 設定項目の右側をクリックすると and…が表示される 
➂ その状態で Add…をクリックする 
 

 

④ この画面で And 条件を追加する。 
    「エンジン回転が 2000rpm 以上」追加 
 

 

⑤ And 条件 
    ・ Bat Volts Dash が 10V 以下を 1 秒継続 
   ・ エンジン回転が 2000rpm 以上 
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２．ログ設定（Setup Loggong） 
ログ設定では、車両の各種チャンネルをどの頻度で記録し、 どの条件でログを開始・停止し、どのようなメモリ管理

方式で データを保存するかを定義する。 ログレート、基準クロック、開始／停止条件、 ステータスチャンネル、メモリ

使用方式、暗号化設定など、 データロギングシステム全体の動作ロジックを構築する。 

 

 

 

  

 

SetupLogging でログの設定を行う。 

 

Normal:何をどの頻度でログするか 
 
●Add… 
●Rate… 
●Remove… 
●Remove All… 
●Remove Not Generated  
●Load… 
●Save As… 
 
 
●Cycle though available logging memory 

ログメモリが満杯になったら、古いログから上書きして記録を続ける。 
●Use Anti Aliasing filter 

高周波ノイズ除去フィルター(   マークがあるものが対象) 

ロギング対象項目 

 

●タブ切り替え（表示モード切り替え） 
・Category 
・Search 
・Function  
・Unused  

●     ロギング項目追加（左窓⇨右窓） 
●     ロギング項目削除（左窓⇦右窓） 
●左窓の  はロギング追加可能項目 
●Edit… 

左窓項目選択後、任意の名称に変更可能 

Add 画面 

Channel 選択 追加 Channel 

:カテゴリ別 
:検索 
:機能別 
:未使用 

 

 
 

:ロギング項目追加 
:ロギングレート設定 
:削除 
:全削除 
:生成されていないチャンネルを一括削除 
:設定データ読み込み 
:設定データ保存 
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Start/Stop Condition:ログ開始・停止の条件 
 
●Start logging if any of the following conditions apply 
   （以下のいずれかの条件成立でログロギング開始） 
 
  初期設定はエンジン回転 100 回転以上でロギング開始 
 
●Stop logging if any of the following conditions apply 

（以下のいずれかの条件成立でログロギング停止） 
 

  初期設定はエンジン回転 0 回転 60 秒以上継続でロギング停止 
 

●Add… 
●Change… 
●Remove… 

 
 
 
 
 
 
 
 

●Channel 
条件設定チャンネル 

 
●is:比較条件（比較演算子） 
   ・value:数値で比較 
   ・Channel:選択チャンネルの値と比較 
 
●for 
   is にて設定した条件の継続時間 
 
●Advanced 

Reverse the result of this comparison:比較結果を反転 

Add・Change 共通画面 

:条件追加 
:条件変更 
:条件削除 
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Status Channels:ロガー内部ステータスのチャンネル化 
（特殊な場合を除き変更なし） 

 
●Output Channels 
   チャンネル化する項目チェックを入れ、Select…によりチャンネルを指定。 
    
   既存のチャンネルを選択するか、新たなチャンネルを作成する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Options:ログの記録方法 
        （特殊な場合を除き変更なし） 
 
●Logging Settings 
   ログレートの最小単位（基準クロック）を決める設定。 
 
   Create a new log file whenever USB logging starts 
   →USB ログがスタートするたびに、ログファイルを新規作成するか? 
 
●Security Settings: 
   Enable log encryption（ログ暗号化）設定 
●KeyPass Encryption Settings 
   複数デバイスで共通の暗号鍵を使うための設定。 
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３．アラーム設定（Setup Alarms） 
アラーム設定では、各種チャンネルの状態を監視し、 異常値・閾値超過・変化量などの条件に基づいて 警告メッ

セージ、警告灯などの出力動作を制御する。 比較条件、継続時間、優先度、表示保持、再表示間隔、 警告ラ

ンプ制御、警告確認動作など、 ドライバーへの警告提示ロジック全体を構築する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
Setup Logging でログの設定を行う。 

 

設定されたアラーム項目 

●Add… 
●Edit… 
●Remove… 
●Remove All… 
●       
●Number    

Alarm 表示の優先順位。 
   複数の Alarm が True になった場合は若番の Alarm を表示 
●Input 
  Acknowlede Button:アラーム確認ボタンチャンネル設定 
●Output 
   Warning Light:アラーム検知時のワーニングライト出力設定 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Conditions:アラーム条件 
 
●Add… 
●Change… 
●Remove… 
●During these modes 
●設定されたアラーム条件 
   ・Bat Volts Dash 10V 以下を 2 秒継続 
   ・エンジン回転数 1000 回転以上 
   この二つの条件の AND で発生 

設定されたアラーム条件 

:アラーム項目追加 
:アラーム編集 
:削除 
:全削除 
:アラーム表示の優先度変更 

:条件追加 
:条件変更 
:条件削除 
:アラーム表示する画面 Mode 選択 

＜アラーム設定画面＞ 
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Message:アラーム警告テキスト 
 
●Message 
   アラーム警告テキスト 

 
●Value 
   ・Indede Value 
   ・Channel  
   ・Unit  
   ・Decmal Places  
   ・Show current value  
   ・Show value when alarm was trigerd:アラーム発生時の値を表示 
 

Options:オプション 
 
●Acknoeledgemant（アラームの確認） 
   ・Remove Message              :メッセージ表示時間 
   ・Do not display this message again:再表示ロック時間 
 
●Warning Light 
   ・Do not activate light 
   ・Activate light 
   ・Flash light 
 
●Output Channel 
   アラーム発生時に状態をチャンネル出力設定 
   Alarm Status Channel をチェックし、Select…より出力チャンネルを設定 

:ライトは点灯させない 
:ライトを点灯させる 
:ライトを点滅させる 

:警告表示に値を表示するか 
:値を表示するチャンネルを設定 
:表示単位:小数点 
:現状の値を表示 
:現状の値を表示 
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４．シフトライト設定（Shift Light…） 
シフトライト設定では、エンジン回転数に応じて点灯・点滅するシフトインジケータチャンネルの点灯条件を定義す

る。 点灯開始回転数、点滅条件、複数段階のバーグラフ制御、警告レベルの設定など、ドライバーへのシフトタイ

ミング提示を最適化するための制御ロジックを構成する。 

   シフトインジケータの点灯 LED や点灯パターンなどのチャンネル登録は「５．シフトライトモジュール設定」で行う。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

Function→Shift Light…でシフトライトの設定

Method:シフトライトの“動作方式 
 
●Up/Down Shift method（動作方式） 
   ・Off 
   ・Simple 
   ・Gear Dependent 
   ・Hysteresis  

 
●Engine RPM input 
   Engine RPM channel  
   Filter  
   Unit  
 
●Current Gear input 
   Current Gear channel:ギアの入力チャンネル設定 
  

 

Up Shift:アップシフト設定 
 
●Generte（どのライトを使うか） 
   ・Light 1～10:使用するライトにチェックを入れ、対応するチャンネルを設定 
    
   実際に使用するシフトライトは Shift Light Module Setup にて設定 
 
●Settings 
   シフトライト点灯条件の回転数を設定する 
   

:シフトライトは使用しない 
:一定の回転数で点灯 
:ギアごとに回転数を設定 
:点灯/消灯のチラつきをなくすための幅 

:エンジン回転チャンネルの設定 
:エンジン回転に対するフィルター設定 
:表示単位 
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Down Shift:ダウンシフト設定 
 
●Generte（どのライトを使うか） 
   ・Shift Light     :チェックを入れ、対応するチャンネルを設定 
   ・Wown Shift RPM:ダウンシフト条件成立を示すステータス出力チャンネル 
    
   実際に使用するシフトライトは Shift Light Module Setup にて設定 
 
●Settings 
   シフトライト点灯条件の回転数を設定する 
   
   ダウンシフトライト使用時、条件を満たしている間はライトが継続点灯するため 
   Method で「Gear Dependent:ギアごとに回転数を設定」を推奨する。 
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５．シフトライトモジュール設定（Shift Light Module…） 
判定されたシフトライト信号（Up Shift Light / Down Shift RPM / Warning Light など）を “どの LED

を、どのパターンで、どの明るさで光らせるか” に変換する出力モジュール。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Function→Shift Light Module…でシフトライトの設定

 

SLM1､2:標準構成では SLM1 を使用し、 オプションの外付けシフトライト 
装着時に SLM2 を追加利用する。 

 
●Module 
   Device  
   ・None :未使用 
   ・SLMe :オプションシフトライトモジュール 
   ・SLM-C:オプションシフトライトモジュール 
   ・D1xx :D1xx ディスプレイ向け出力 
   ・C125 :Display Logger 内臓 LED 
 
●Patterns  
●Add… 
●Edit… 
●Remove… 
●       
●Remove All… 
●Load… 
●Save As… 
●Brightness（明るさの切り替え） 
   ・Fixed Brightness  :設定%で明るさを固定 
   ・Use Channel Value:明るさをチャンネル値で直接制御 
   ・Dual Brightness    : Switch 入力による２段階調整 
                  （ヘッドライト点灯で暗くするなど） 
●Output 

・Active Patterns: SLM の点灯状態をビット列で出力するチャンネル 

登録済みパターン 

  

:任意のチャンネルを作成し、点灯パターンを登録する。  
:チャンネル追加 
:チャンネル編集 
:削除 
:チャンネルの優先順位変更 
:全削除 
:登録済みのパターンを読み込み 
:登録されたパターンを名前を付けて保存 
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Add…、Edit…共通画面:ライト点灯パターン定義 
 
●Enable Condition:シフトライトパターン点灯条件チャンネル 
   Select…で選択、または、新規登録(New) 
 
●Pattern When Condition True 
   ・Mode 
   ・Colour 
   ・Brightness 
   ・Light Used 
   ・Pattern 
   ・Period 

:Static（点灯）、Flash（点滅）  
:点灯時の色 
:点灯時の明るさ 
:光らせる LED の位置 
:Flash で点滅させる色指定（Pattern1,2 で点滅） 
:点滅させる時の点灯時間 

基本設定 

高度な設定 ●Application:応用（通常未使用） 
   Apply bit mask: 他のパターンと重ねるときの LED マスクパターン 
   Appy this pattern・・・・:上位優先パターンに邪魔されない時だけ点灯 
 
●Pattern When Condition False 
   シフトライト点灯条件が未成立（False）時の LED 点灯パターン設定 
    
   通常、シフトライトは条件未成立（False）時は消灯しているが、点灯させ 

る事も可能 
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６．イベント情報の設定（Edit Details…） 
走行ログに付ける “イベント名・セッション名・コメント・サーキット情報・車両情報” を設定する。 

イベント情報はログ記録に必須ではないが、イベント名・セッション名・コメント・サーキット名などをログに記録しておくこと

で、 走行データを後から見返す際に “どの走行のログか” を即座に識別できる。 同じ車両でも、日付・路面・タイヤ・気

温などの条件が違うため、 イベント情報を残すことでデータの解析精度が大きく向上する。 

 

  

 

Edit Details…でイベント情報の設定を行う。 

 

●Next Event:これからの走行情報を記載 
   ・Event Name 
   ・Session 
   ・Short Comment 
   ・Long Comment 
 
 
 
 
●Venue 登録済みサーキット以外のタイム計測時は必須 
       （登録済みサーキットは自動計測対応） 
 
     ＜日本の登録済みサーキット＞ 
         ① オートポリス 
         ② 富士スピードウェイ 
         ➂ 岡山国際サーキット 
         ④ スポーツランド SUGO 
         ⑤ 鈴鹿サーキット 
         ⑥ 十勝サーキット 
         ⑦ 筑波サーキット 2000 
         ⑧ モビリティーリゾートもてぎ 
 
新規追加方法は次頁にて解説。 

:走行イベント名  
:走行セッション名 
:ショートコメント 
:ロングコメント 
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  Venue 新規追加設定方法  

 

 

●Manage Venue サーキット情報の管理 
・ Manage Venue をクリック 
・ [Venue Manager]が表示 
・ Automatically set up venues – Region - Asia を選択 

    
      

 

アジアで登録済みのサーキット一覧 

●Add… サーキット情報の追加 
 

      

 

●サーキット情報の追加 参考:エビスサーキット西を追加 
 
① Venue Name :Ebisu West 
② Venue Type   :Loop（クローズドサーキット） 
➂ Venue Length:2.103km 

   ④ Comments    :エビス西サーキット追加 2026/06/23 
   ⑤ Gps Coordnates…をクリック（GPS 情報追加）      Automat
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●Coordinate Format:Decimal Degrees（十進法） 
 
Add…で Start/Stop の GPS 座標を追加 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Google Map より対象サーキットの Start/Stop 位置を右ク
リックすると、座標が表示されるので、Latitude/ Longitude
へ入力する（Latitude:緯度、Longitude:経度） 
 

 

 

 

エビスサーキット西 

Start/Stop 位置を拡大し右クリック 

座標 
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●Manage Vehicles:車両情報管理 
Manage Vehicles – Add a vehicle:車両情報追加 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
      
 
 
 
 
     
 
左記を参考に車両情報を入力する。 

 



 

 

Page  23  

 

７．その他（ODO・TRIP、ギア判別） 
最後に ODO/TRIP メータについて解説します。また、シフトポジションセンサーがない車両でのギアポジション表示方法も

あわせて解説します。 

 

ODO/TRIP メータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Calculation→Speed and Distance… 
 

Ground Speed タブ 
 
●Method:測定方法 
 ・Off 
  ・Left 
  ・Right 
  ・Fastest 
  ・Average 
  ・4Wheel（ABS） 
 
●Input Channel:Left,Right 速度の入力チャンネル 
   通常 Method で設定した測定方法に GPS Speed を設定する。 
 

G Correction は GPS の加速度使って Ground Speed を補正 
するための入力。通常は未使用 

 
●Generate:Ground Speed の生成チャンネル 
    通常は Ground Speed 
 
GPS Speed より算出するのであれば先が Default 設定となります。 

:Ground Speed を使用しない 
:左駆動輪 Wheel Speed を使用 
:右駆動輪 Wheel Speed を使用 
:左右駆動輪 Wheel Speed の速い方を使用 
:左右の駆動輪 Wheel Speed の平均値を使用 
:ABS ユニットからの４輪速の平均値を使用 

 

Drive Speed タブ 
 
●Method:測定方法 
 ・Off 
  ・Left 
  ・Right 
  ・Balance 
 
●Input Channel:Left,Right 速度の入力チャンネル 
   通常 Method で設定した測定方法に GPS Speed を設定する。 
 
●Generate:Drive Speed の生成チャンネル 
    通常は Drive Speed 
 
GPS Speed より算出するのであれば先が Default 設定となります。 

:Ground Speed を使用しない 
:左駆動輪 Wheel Speed を使用 
:右駆動輪 Wheel Speed を使用 
:左右の駆動輪の速度を、指定したバランス比で合成 
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ギア判別（車速と回転数からギア比で算出） 

 

 

 

 

  

 

Odometer タグにて Odometer をチェックし Odometer チャンネル
を選択します。 
 
これで選択したチャンネルを表示設定し総走行距離を表示可能となり
ます。 

 

Trip Distance タグにて Trip Distance をチェックし Trip Distance
チャンネルを選択します。 
 
これで選択したチャンネルを表示設定し総走行距離を表示可能となり
ます。 
 
●Reset:トリップメータのリセットボタンの指定 
              任意のスイッチを選択してください。 

 

 

Gear Detection Setup:ギア検出設定 
 
●Method:測定方法 
 ・Off 
  ・Sensor 
  ・Speed/RPM 
 
●Output Channel:ギアの出力チャンネル（Gear） 
●Input Channel:ギア算出のための入力チャンネル 
    ・ Speed channel        :Drive Speed 
    ・ Engine RPM channel:Engine RPM 
 
●Ratios:変換レシオ 
        Calculate…にて設定 

 

 

Calculation→Gear Detection 
 

:ギアを検出しない 
:ギアポジションセンサーを使用 
:車速と回転数からギア比で計算する 

Calculate 画面 Calculate 画面:Setting for Speed/1000RPM Gear Detection 
 
●Rolling Wheel Circumference:装着タイヤの円周設定 
●Vehicle Detalls:車両詳細情報（Diff Ratio,Gear Ratios） 
 「６．イベント情報設定:Manage Vehicles」で設定する。 
 
最後に「Calculate」をクリックするとギアレシオが自動計算され Gear 
Detection Setup 画面に反映されます。 
 
車速より算出しているため、停止中はシフトポジションは表示できません。 
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以上で Display Logger 導入編は完了です。 センサー設定・画面構成・ログ設定・アラーム・シフト

ライトまで、 走行データを取得し運用を開始するための基本設定が一通り整いました。 ここまでの内

容を設定すれば、実際の走行データを問題なく記録・確認できます。 次のステップでは、取得したログ

を活用した解析や、 画面表示を運用環境に合わせた細かな最適化へ進んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 以上 ― 

 


